
〈別紙１〉 

まりショートステイ 山南 

重要事項説明書 

（令和６年４月１日） 

 

１．施設の概要 

（１）施設の名称等 

   ・施設名      社会医療法人 社団 沼南会 まりショートステイ 山南 

   ・開設年月日    平成２５年５月１日 

   ・所在地      広島県福山市沼隈町大字中山南１３８７番地 

   ・電話番号      ０８４－９８８－１７６３ 

   ・ファックス番号   ０８４－９８８－１７６５ 

   ・管理者名     村 上  尚 人  

    

 

（２）介護予防短期入所生活介護の目的と運営方針 

    介護予防短期入所生活介護は利用者が要支援状態になった場合においても、可能

な限りその居宅において、その有する能力に応じ、自立した日常生活を営むことが

できるよう、入浴・排泄・食事等の介護、その他の日常生活上の世話及び機能訓練

を行うことにより、利用者の心身の機能の維持並びに、利用者の家族の身体的及び

精神的負担の軽減を図ることを目的とした施設です。 

    この目的に沿って、当施設では以下のような運営の方針を定めていますので、ご

理解いただいた上でご利用ください。 

 〔まりショートステイ 山南の運営方針〕 

   １．老人福祉の質の確保と向上に努める。 

   ２．地域や家庭との結び付きを重視した運営を行い、関係市町、地域の保健・医療・

福祉サービスとの密接な連携を図り、総合的なサービスの提供に努める。 

 

（３）施設の職員体制 

 常勤 非常勤 夜間 備考 

看護職員 ３名 1名   

介護職員 １４名 ３名 ２名  

生活相談員 ２名    

理学療法士 １名 １名   

作業療法士     

管理栄養士  １名   

その他     

 

（４）入所定員  ・利用定員は３０人とします。 

   ・居室   個室（６室）  ４人室（６室） 

 

 

 

 



 

２．サービス内容 

 ① 介護予防短期入所生活介護計画の立案 

 ② 食事（利用者の自立支援に配慮して、可能な限り離床して食堂で行うよう支援しま

す。） 

   朝食   ８：００ ～  ９：００ 

   昼食  １２：００ ～ １３：００ 

   夕食  １８：００ ～ １９：００ 

 ③ 入浴（一般浴槽のほか入浴に介助を要する利用者には特別浴槽で対応します。入所

利用者は、週に最低２回ご利用いただきます。ただし、利用者の身体の状態

に応じて清拭となる場合があります。） 

 ④ 日常生活上の介護・看護 

 ⑤ 機能訓練（リハビリテーション、レクリエーション） 

 ⑥ 相談援助サービス 

 ⑦ 栄養管理、栄養ケア・マネジメント等の栄養状態の管理 

 ⑧ 行政手続き代行 

 ⑨ その他 

   ＊これらのサービスのなかには、利用者の方から基本料金とは別に利用料金をいた 

だくものもありますので、具体的にご相談下さい。 

 

３．協力医療機関等 

  当施設では、下記の医療機関に協力をいただき、利用者の状態が急変した場合等には、 

速やかに対応をお願いするようにしています。 

 ・名称  社会医療法人 社団 沼南会 沼隈病院 

 ・住所  広島県福山市沼隈町大字中山南４６９－３ 

◇緊急時の連絡先 

 なお、緊急の場合には、「契約書」にご記入いただいた連絡先に連絡します。 

 

４．事故発生時 

（１）事故発生時は、速やかに市町、利用者の家族等に連絡を行い、必要な措置を講じま

す。 

（２）事故発生時は、施設医師により対応し、必要であれば、沼隈病院等、他の専門的機

関に転送します。 

 

５．施設利用に当たっての留意事項 

 ・施設利用中の食事は、特段の事情がない限り施設の提供する食事をお召し上がりい

ただきます。食事は保険給付外の利用料と位置づけられていますが、同時に、施設

は利用者の心身の状態に影響を与える栄養状態の管理をサービス内容としているた

め、その実施には食事内容の管理が欠かせませんので、食事の持ち込みはご遠慮い

ただきます。 

 ・面会・・・利用者の方は、ご家族の面会を心待ちにしておられますので、積極的に

来ていただけるようお願いいたします。 

 ・外出・・・外出時は外出届を記入して下さい。 

 ・飲酒・・・施設内の飲酒は禁止しております。 



 ・禁煙・・・敷地内全面禁煙としております。ご協力下さい。 

 ・設備・備品の利用・・・設備については、ご自由に使用されてかまいませんが、備品

については、職員に相談のうえご使用下さい。 

 ・所持品・備品等の持ち込み・・・持ち込み時は、必ず職員にご報告下さい。 

 ・金銭・貴重品の管理・・・できるだけ金銭・貴重品は持ち込まないで下さい。 

 ・宗教活動・・・施設内での活動は、硬く禁じております。 

 ・ペットの持ち込み・・・衛生管理上、ペットの持ち込みは禁止しております。 

 

６．非常災害対策 

 ・防災設備   スプリンクラー、消火器、消火栓 

 ・防災訓練   年２回 

 

７．禁止事項 

  当施設では、多くの方に安心して生活を送っていただくために、利用者の「営利 

行為、宗教の勧誘、特定の政治活動」は禁止します。 

 

８．身体の拘束等 

当施設は、原則として利用者に対し身体拘束を行いません。但し、自傷他害の恐れ

がある等緊急やむを得ない場合は、施設管理者が判断し、身体拘束その他利用者の行

動を制限する行為を行うことがあります。この場合には、その様態及び時間、その際

の利用者の心身の状況、緊急やむを得なかった理由を記録することとします。 

 

９．虐待の防止について 

   当施設は、利用者等の人権の擁護・虐待の発生又はその再発を防止するため、次に

掲げるとおり必要な措置を講じます。 

（１） 虐待防止に関する担当者を選定しています。 

    虐待防止に関する担当者 ： 管理者 村上 尚人 

（２） 虐待防止のための対策を検討する委員会を定期的に開催し、その結果について従業

者に周知徹底を図っています。 

（３） 虐待防止のための指針を整備しています。 

（４） 従業者に対して、虐待を防止するための定期的な研修を実施しています。 

（５） サービス提供中に、当施設従業者又は擁護者（現に擁護している家族・親族・同居

人等）による虐待を受けたと思われる利用者を発見した場合は、速やかに、これを

福山市に通知します。 

 

１０．衛生管理等 

（１）短期入所生活介護の用に供する施設、食器その他の設備又は飲用に供する水につい

て、衛生的な管理に努め、又は衛生上必要な措置を講じます。 

（２）必要に応じて保健所の助言、指導を求めるとともに、常に密接な連携に努めます。 

（３）当施設において感染症が発生し、又はまん延しないように、次に掲げる措置を講じ

ます。 

 ①当施設における感染症の予防及びまん延防止のための対策を検討する委員会を概ね 6

月に１回以上開催するとともに、その結果について、従業者に周知徹底しています。 

 ②当施設における感染症の予防及びまん延防止のための指針を整備しています。 



 ③従業者に対し、感染症の予防及びまん延防止のための研修及び訓練を定期的にじっし

します。 

 

１１．業務継続計画の策定等について 

（１）感染症や非常災害の発生時において、利用者に対する短期入所生活介護の提供を継

続的に実施するための、及び非常時の体制で早期の業務再開を図るための計画（業

務継続計画）を策定し、当該業務継続計画に従って必要な措置を講じます。 

（２）従業者に対し、業務継続計画について周知するとともに、必要な研修及び訓練を定

期的に実施します。 

（３）定期的に業務継続計画の見直しを行い、必要に応じて業務継続計画の変更を行いま

す。 

 

１２．要望及び苦情等の相談 

  当施設には生活相談の専門員として生活相談員が勤務していますので、お気軽に 

ご相談ください。（電話０８４－９８８－１７６３） 

   要望や苦情などは、生活相談員にお寄せいただければ、速やかに対応いたしますが 

各階に備えつけられた「ご意見箱」をご利用いただき、管理者に直接お申し出いただ 

くこともできます。 

 

１３．その他 

  当施設についての詳細は、パンフレットを用意してありますので、ご請求ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

＜別紙２＞ 

短期入所生活介護について 

（令和５年４月１日現在） 

 

１．介護保険証の確認 

  ご利用のお申込みにあたり、ご利用希望者の介護保険証を確認させていただきます。 

 

２．短期入所生活介護の概要 

  短期入所生活介護は、要介護者の家庭等での生活を継続させるために立案された居宅

介護サービス計画に基づき、当施設を一定期間ご利用いただき、自立した日常生活を営

むことができるよう、入浴・排泄・食事等の介護、その他の日常生活上の世話及び機能

訓練を行うことにより、利用者の心身の機能の維持並びに、利用者の家族の身体的及び

精神的負担の軽減を図るため提供されます。このサービスを提供するにあたっては、利

用者に関わるあらゆる職種の職員の協議によって、短期入所生活介護計画が作成されま

すが、その際、利用者・扶養者（ご家族）の希望を十分に取り入れ、また、計画の内容

については同意をいただくようになります。 

 

３．利用料金 

（１）基本料金 

  ①施設利用料 １割負担の方（介護保険制度では、要介護認定による要介護の程度に

よって利用料が異なります。以下は１日あたりの自己負担分です） 

                  多床室・個室 

・要支援１                ４５１円 

・要支援２                ５６１円 

 

・機能訓練体制加算            １２円 

・個別機能訓練加算            ５６円 

＊ 事業者が利用者の住まいを訪問して個別の機能訓練計画を作成した上で、専従として 

配置された機能訓練指導員が、日常生活動作・手段的日常生活動作能力の維持・向上

を目的として実施する個別の機能訓練を実施した場合。 

・生活機能向上連携加算Ⅱ        １００円（１月あたり 個別機能訓練加算を

算定した場合） 

                    ２００円（１月当たり 個別機能訓練加算を

算定していない場合） 

 ＊ 自立支援・重度化防止に資する介護を推進するため、短期入所生活介護の事業所の 

  職員と外部のリハビリテーション専門職が連携して、機能訓練のマネジメントをした

場合。 

・若年性認知症利用者受入加算      １２０円 

＊ 若年性認知症利用者に対して指定短期入所生活介護を行った場合。 

・送迎加算               １８４円 

＊ 入所時および退所時に送迎を行った場合、それぞれ加算されます。 

・療養食加算                ８円（１食あたり） 

＊ 栄養士を配置し、利用者の心身の状況によって適切な食事提供を行う場合。 



・サービス提供体制強化加算Ⅱ       ２２円 

・介護職員等処遇改善加算 

＊ 上記算定して単位数の１００分の１４に相当する金額 

 

②施設利用料 ２割負担の方（介護保険制度では、要介護認定による要介護の程度によっ

て利用料が異なります。以下は１日あたりの自己負担分です） 

             多床室・個室 

・要支援１               ９０２円 

・要支援２             １，１２２円 

 

・機能訓練体制加算            ２４円 

・個別機能訓練加算           １１２円 

・生活機能向上連携加算Ⅱ         ２００円（１月あたり 個別機能訓練加算を

算定した場合） 

                    ４００円（１月当たり 個別機能訓練加算を

算定していない場合） 

 ＊ 自立支援・重度化防止に資する介護を推進するため、短期入所生活介護の事業所の 

  職員と外部のリハビリテーション専門職が連携して、機能訓練のマネジメントをした

場合。 

・若年性認知症利用者受入加算      ２４０円 

＊ 若年性認知症利用者に対して指定短期入所生活介護を行った場合。 

・送迎加算               ３６８円 

＊ 入所時および退所時に送迎を行った場合、それぞれ加算されます。 

・療養食加算               １６円（１食あたり） 

＊ 栄養士を配置し、利用者の心身の状況によって適切な食事提供を行う場合。 

・サービス提供体制強化加算Ⅱ       ３６円 

・介護職員等処遇改善加算 

＊ 上記算定して単位数の１００分の１４に相当する金額 

 

 ③施設利用料 ３割負担の方（介護保険制度では、要介護認定による要介護の程度によ

って利用料が異なります。以下は１日あたりの自己負担分です） 

                  多床室・個室 

・要支援１             １，３５３円 

・要支援２              １，６８３円 

 

・機能訓練体制加算            ３６円 

・個別機能訓練加算           １６８円 

＊ 事業者が利用者の住まいを訪問して個別の機能訓練計画を作成した上で、専従として 

配置された機能訓練指導員が、日常生活動作・手段的日常生活動作能力の維持・向上

を目的として実施する個別の機能訓練を実施した場合。 

・生活機能向上連携加算Ⅱ        ３００円（１月あたり 個別機能訓練加算を

算定した場合） 

                    ６００円（１月当たり 個別機能訓練加算を

算定していない場合） 



 ＊ 自立支援・重度化防止に資する介護を推進するため、短期入所生活介護の事業所の 

  職員と外部のリハビリテーション専門職が連携して、機能訓練のマネジメントをした

場合。 

・若年性認知症利用者受入加算      ３６０円 

＊ 若年性認知症利用者に対して指定短期入所生活介護を行った場合。 

・送迎加算               ５５２円 

＊ 入所時および退所時に送迎を行った場合、それぞれ加算されます。 

・療養食加算               ２４円（１食あたり） 

＊ 栄養士を配置し、利用者の心身の状況によって適切な食事提供を行う場合。 

・サービス提供体制強化加算Ⅱ       ５４円 

・介護職員等処遇改善加算 

＊ 上記算定して単位数の１００分の１４に相当する金額 

 

（２）その他の料金 

  ① 食費／朝食           ４００円 

       昼食           ６５０円 

       夕食           ６００円 

   （ただし、食費について介護保険負担限度額認定を受けている場合には、認定証に

記載されている食費の負担限度額が１日にお支払いただく食費の上限となります。） 

  ② 滞在費／１日 

    ・個室           １，２３１円 

    ・多床室（４床室）       ９１５円 

   （ただし、滞在費について介護保険負担限度額認定を受けている場合には、認定証

に記載されている滞在費の負担限度額が１日にお支払いただく滞在費の上限となり

ます。） 

＊ 上記①「食費」及び②「滞在費」において、国が定める負担限度額（第１段階から３

段階まで）の利用者の自己負担額については、別添資料（利用者負担説明書）をご覧

ください。 

③ 日常生活費          １５０円 

  ④ 理美容代             実費（２，５００円程度） 

  ⑤ その他の料金は、別添資料をご覧ください。 

 

（３） 支払い方法 

 原則自動口座引落としとなります。 

         ご指定の金融機関の口座から毎月 1回引落とし致します。（引落日が土日祝日の場合は 

翌営業日に引落としとなります。） 

      引落とし金額については引落とし日の５日前までにはお知らせ致します。 

 



＜別紙３＞ 

個人情報の利用目的 

（令和３年４月１日） 

 

 まりショートステイ 山南では、利用者の尊厳を守り安全に配慮する施設理念の下、お

預かりしている個人情報について、利用目的を以下のとおり定めます。 

 

【利用者への介護サービスの提供に必要な利用目的】 

 〔まりショートステイ 山南内部での利用目的〕 

   ・当施設が利用者等に提供する介護サービス 

   ・介護保険事務 

   ・介護サービスの利用者に係る当施設の管理運営業務のうち 

    －入退所等の管理 

    －会計・経理 

    －事故等の報告 

    －当該利用者の介護・医療サービスの向上 

 〔他の事業者等への情報提供を伴う利用目的〕 

   ・当施設が利用者等に提供する介護サービスのうち 

    －利用者に居宅サービスを提供する他の居宅サービス事業者や居宅介護支援事業

所などとの連携（サービス担当者会議等）、照会への回答 

    －利用者の診療等に当たり、外部の医師等の意見・助言を求める場合 

    －検体検査業務の委託その他の業務委託 

    －家族等への心身の状況説明 

   ・介護保険事務のうち 

    －保険事務の委託 

    －審査支払機関へのレセプトの提出 

    －審査支払機関又は保険者からの照会への回答 

   ・損害賠償保険などに係る保険会社等への相談又は届出等 

 

【上記以外の利用目的】 

 〔当施設の内部での利用に係る利用目的〕 

   ・当施設の管理運営業務のうち 

    －医療・介護サービスや業務の維持・改善のための基礎資料 

    －当施設において行われる学生への実習への協力 

    －当施設において行われる事例研究 

 〔他の事業者等への情報提供に係る利用目的〕 

   ・当施設の管理運営業務のうち 

    －外部監査機関への情報提供 

 


